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論文内容の要旨





本研究では、藻類ミトコンドリアのシトクロム酸化酵素遺伝子サブ、ユニット 1 (cox 1) を広範囲にスクリーニン
グする過程で、 3 種の緑藻 (Chlorellα vulg，αris ， Scenedesmus quαdricαudα， Protosiphon botryoides) の GI イン
トロンと、 2 種の黄色藻 (Thalαssiosira nordenskioldii, p，αvlovα lutheri) の GII イントロンを発見した。いずれの
イントロンもそれぞれが属するグループに共通の RNA2 次構造を備えており、また、イントロン内部にオープンリー
ディングフレーム (ORF) を保有していた。既知の遺伝子との相向性により、この ORF にコードされている遺伝子





められる: 1) 藻類のイントロンはいずれも水平伝播によって独立に獲得された。 2 )獲得されたイントロンは、強
い種内感染力で種内に一様に伝播した。 3) それぞれのイントロンは種分化の過程で比較的早期に喪失したD このモ
デルによって藻類の散発的なイントロン分布を説明できる O
緑藻クラミドモナスとその近縁種では例外的に cox2、 3 遺伝子がミトコンドリアゲノム上にコードされておらず、
Chlorophyta 門の進化の初期にミトコンドリアから失われ、核ゲノムに転移したものと推定される。
我々はクラミドモナス核ゲノム DNA ライブラリからこの cox 3遺伝子を単離し、対応する cDNA もクローニング
した。遺伝子のアミノ末端にはミトコンドリア輸送シグナル配列が付加されていた。予期しなかったことに、この遺
伝子には 9 個のイントロンが発見された。これらのイントロンの内部配列、イントロン・エクソン境界配列の特徴は、








申請者は藻類ミトコンドリア cox 1 遺伝子において発見した感染性のイントロンの分子系統解析に基づき、イント
ロンは利己的な増殖性のために感染、脱感染というサイクルを何度も繰り返すというモデルを提出し、これによって
藻類のイントロン分布を説明した。またクラミドモナス cox 3遺伝子において核イントロンが転移挿入されうること
を初めて示した。遺伝子形成の問題に関わる興味深い研究であり博士(理学)の学位論文として十分価値のあるもの
と認める。
